
院内感染対策委員会　勉強会の様子

10月に入ると、インフルエンザ・感染性腸炎（ノロウイル
ス）にかかる患者さんが増えてくる季節です。

町立病院では、院内で患者さんの感染を防止するために、
院内感染対策委員会を設置しています。

今回は、院内感染対策委員会で取り組んでいることを紹介
します。

●院内感染対策委員会とは？
医療関連機関内での院内感染を予防すること。また、一度

発生した感染症が拡大しないようにできるだけ速やかに終息
を図ることを目的とした委員会です。

●どんなことをやっているの？
１　感染対策チームで院内をチェック!!

院内で感染対策チームを作り、療養環境を清潔に整える意味で週に１回院内を巡回し、感染
を引き起こしそうな箇所がないかチェックをしています。もし感染を引き起こしそうな箇所が
あれば担当部署に報告し、改善してもらいます。

２　感染対策会議を通じて情報の共有！
委員会では月に１回、感染対策会議をしています。会議の内容は、感染対策チームで巡回し

た時に気付いた点や改善方法、感染症の院内感染対策マニュアルの見直しなど、感染に関係す
ることを議題にあげて情報を共有しています。また年に２回、全職員を対象にした勉強会を行
い、感染に対する個人への啓発に努めています。

今後もより一層の感染防止や感染対策に取り組んでいきます。
これからインフルエンザの流行時期になってきます。また、当院でも10月からインフルエン

ザの予防接種を始めています。次のように接種料金が一部変更されましたので、この機会に接
種されてはいかがでしょうか。

※健康保険証は住所確認のために使用します。必ずご持参ください。    
※予診票は町立病院に用意しています。必要な方は町立病院受付へおたずねください。    
※お住まいの町によっては自己負担額が異なります。    
※和水町インフルエンザ予防接種の助成内容については広報なごみ10月号14ページに記載していますのでご確認ください。  

院内感染対策委員会の取り組みと
平成28年度インフルエンザ予防接種のお願い

院内感染対策委員会の取り組みと
平成28年度インフルエンザ予防接種のお願い

和水町に住所を有する人のインフルエンザ接種料金表

町立病院からのお知らせ

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

年齢 予約期間 接種料金 町助成金 自己負担額 用意していただくもの 接種期間

6カ月～18歳
10月３日（月）～12月16日（金） 

（受付時間…午前８時30分～11時30分まで）
※高校生は予約の必要はありません

4,000円 3,000円 1,000円
母子健康手帳

（6カ月～中学生以下） 
印鑑・健康保険証 10月11日（火）　　

　　～1月31日（火）
（6カ月～15歳のみ　　
　　午前9時～正午まで）

19歳～64歳 予約の必要はありません 3,000円 なし 3,000円 健康保険証

65歳以上 予約の必要はありません 5,200円 4,200円 1,000円 健康保険証

区画 全長（ｍ） 　幅（ｍ）
78 ― －～8.0
79 35.0 10.0～3.0
80 ― －～1.4
81 32.6 5.4～1.4
82 29.0 4.2（最大）
83 43.0 3.0～1.0
84 22.2 5.0～1.2
５ 79.0 18.5～10.0
10 66.0 15.5～2.0
10－1 96.5 9.0～4.0

比較段 高低差（ｍ）
10－1－10 －1.80
79－78 －2.08
80－79 －0.75
81－80 －1.29
82－81 －1.37
83－82 －1.02
84－83 －1.14
5－3 －2.21
10－5 －2.67
10－1－10 －1.02
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城尾地区・東縁の登城道

調査区の規模
※５～10-1は参考資料

各段の高低差
※下位３枠は参考資料

城尾地区・北東隅造成地
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